
負荷軽減にむけた政策レベル検討事項の案②

重要事項説明関連業務へのAI利活用可能範囲の確認
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重要事項説明関連業務 – 重要事項説明実施の負荷
宅地建物取引士の最も重要な役割の1つである重要事項説明が、説明者と説明を
受ける者の双方に大きな負担を要するものであることは否定できない

出所 : 国土交通省『不動産取引における消費者への情報提供のあり方に関する調査検討委員会報告書について - 資料３－１ 宅建業者アンケート 全体集計表』、宅地建物取引士へのヒアリングよりGOGEN作成
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* 類する疑問の声は他にもある - 例えばロータス不動産『不動産契約の「重要事項説明書」を実例で全部解説』等
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紛争の主要な要因である重要事項説明
取引時のトラブルに関する行政への相談は減少傾向にあるものの、重要事項説明に
関するものの割合は依然として高く、「十分な説明」の難しさを伺わせる

-規制改革推進会議 デジタル・ＡＩワーキンググループ 情報技術活用による宅建士の負荷低減の可能性拡大
出所 : 不動産推進流通センター『2024 不動産業統計集(9月期改訂) 1. 不動産業の概況』pp.24-25より GOGEN作成 出所 :不動産推進流通センター『2024 不動産業統計集(9月期改訂) 1. 不動産業の概況』p.21より GOGEN作成
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AI技術の発達による重要事項説明書関連業務合理化への期待
従来のシステムでは、重説関連業務の特徴により、効率を高めるための汎用的な
アプローチは創出困難であったが、AI技術の特徴はそれらの壁を打ち破る可能性がある

出所 : GOGEN作成
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重要事項説明関連業務におけるAI活用 現状の可能性
AI単独で重要事項説明を実施するような用途以外は容認されるのではないか

出所 : GOGEN作成

Appendix 10-11に参考情報
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【提言②】重要事項説明関連業務へのAI利活用可能範囲の確認
単なる技術導入の問題ではなく、不動産取引の信頼性と業界の持続可能な発展を支え
るため、現時点で業法違反とならない範囲を確認できることが重要である

出所 : GOGEN作成




